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A Case Study of Onboarding in 
Software Teams: Tasks and Strategies
ソフトウェアチームでのオンボーディングのケーススタディ：

タスクと戦略
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• オンボーディングとは，新しいメンバーが新しい環境に適
応し，その役割を果たし，チームの一員として機能するた
めに必要な行動・態度・スキルを習得するプロセスである
[1]


• オンボーディングによって何ヶ月も生産性が上がらないこ
ともある[2,3]


• オンボーディングのプロセスが不適切であるとプロジェク
トのリソースや開発者の能力を浪費することになるため，
オンボーディングの改善は重要[4]


• オンボーディングプロセスの多くはバグ修正や小さな機能
追加などのタスクであるが，タスクがオンボーディングに
与える影響の体系的な見解は得られていない
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目的

• タスクがオンボーディングに与える影響を理解する

• オンボーディングの際のタスク割り当てでよく使用される
戦略を明らかにする


アプローチ

1.マイクロソフトの開発者とマネージャーに対してインタビ
ューを実施


2.インタビューで得られた見解のフィードバックを得るため
にアンケートを実施
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目的・アプローチ



•RQ1:タスクはソフトウェア開発チームにおける新人開発
者のオンボーディング経験にどのような影響を与える
か？


•RQ2:ソフトウェア開発チームにおいて，実用的なオンボ
ーディング経験を促進するためには，どのようなタスク
割り当ての戦略を用いるべきか
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リサーチクエスチョン



•対象者

•過去3ヶ月以内に新しい部署に加わった開発者


•過去6ヶ月以内に新しい開発者が加わったマネージャー

5

インタビュー・アンケート対象者



•質的な社会調査の手法の1つで，得られた文章をコード化
し，分類することで分析を行う


•この研究では「初期コーディング」「フォーカスドコー
ディング」「理論的コーディング」の３段階的を経る
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構造的グラウンデッド・セオリー[8,9]

最後に担当したエンジニアは左遷さ
れ、チームにはその分野の専門家は

いません。
(被験者X)は、メンターはより一般的なチームメ
ンターであると感じていた。(メンターは)彼のた
めに、ミーティングのスケジュールを立てたり、

まとめたりする、一般的なものです。

(被験者Xは）チームと頻繁に交流する
ことはなかった（なぜなら）...誰も具体
的なことを答えられなかったからだ。

(E3.3) このタスクに
取り組む際、被験者
をサポートできる人
がいなかったため、
被験者はチームとの
社会的交流を欠いて

[8]  K. Charmaz, Constructing grounded theory. sage, 2014.  
[9]  K.-J. Stol, P. Ralph, and B. Fitzgerald, “Grounded theory in software engineering research: a critical review and guidelines,” in Proceedings of the 38th International Conference on Software Engineering, 2016,  
pp. 120–131. 



•インタビューの内容は構造的グラウンデッド・セオリー
に従い，分析を行った


•インタビューにおいて「学習」「自信」「社会的交流」
のテーマが頻出したため，これらのテーマのもとでタス
クとオンボーディングの相互作用をまとめた


•オンボーディング戦略を理解する(RQ2)ために開発者のオ
ンボーディング経験とマネージャーのオンボーディング
デザインを分析し，3つの戦略にまとめ，その長所短所を
分析した
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インタビュー
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インタビュー
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インタビュー結果

オンボーディングに関連する15の構成要素が明らかにな
り，これらを促進するための推奨事項をまとめた

推奨事項 

学習
ドキュメントを維持すること
自由に質問できる環境を作ること
ミーティングへ参加させること
チームの全体像を説明すること

自信
タスクを終えること
パフォーマンスに対するポジティブなフィードバックを受けること
明確な学習成果があること
仲間からのサポートがあること

社会性
メンターがいること
チームに助けを求めること
タスクにおける他チームとの交流

RQ1への回答：タスクがオンボーディングに与える影響
はそのコンテキストによって複合的に変化することが示
唆された
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インタビュー結果

インタビューの結果から3つのオンボーディング戦略が得られた

•Simple-Complex : 

タスクの難易度を段階的に上げていくアプローチ


最も一般的であり自信がつきやすく社会的交流が促進される

•Priority-First : 

プロジェクト内で優先度の高いタスクから行うアプローチ


迅速に開発を進める必要のあるチームでよく使われる

•Exploration-Based : 

不明確なタスクにアサインするアプローチ(新しい機能の試作)


新しいチームではこの手法でオンボーディングすることが多い
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インタビュー結果

RQ2への回答


次の3つの戦略が浮き上がった「Simple-First」「Priority-
First」「Exploration-Based」


「Simple-First」は若手開発者に適しており，徐々にプロ
ジェクトへの理解が深まり自信とモチベーションを維持
できる

「Exploration-Based」は経験豊富な開発者に適した戦略
で，チームについて学ぶことができる

「Priority-First」は特別なに組織やニーズを持つチームで
用いられる．アジャイルチームやタイトスケジュールな
チームがこの戦略を使用する
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アンケート

インタビューで得られたオンボーディングに関する推奨事
項と3つの戦略についてフィードバックを得るために行う


•開発者アンケート

•セクション1. 3つの戦略の中から最近のオンボーディング経験
をよく表す戦略か「該当なし」の中から選択してもらう


•セクション2. 3つの戦略とメンターのテーマに対応する4つの
質問グループがあり，選択と自由記述で回答してもらう


•マネージャーアンケート

•セクション1. 熟練者と初心者開発者のオンボーディング方法
に最も適した戦略を選択してもらい，理由を説明してもらう


•セクション2. インタビューで得た推奨事項を使用する可能性
について評価してもらう(「既に実践している」もある)
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アンケート結果

•1629名の開発者に送付し，189件の回答を得た


•754名のマネージャーに送付し，37件の回答を得た

•開発者・マネージャーの両方から多くの同意を得ることがで
きた

推奨事項についての 
アンケート結果

戦略についての 
アンケート結果
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アンケート結論

•推奨事項について

•推奨された方法が有効でる

•推奨された方法は実行可能である


•3つの戦略について

•マイクロソフトにおけるマネージャーの使用する戦略を代
表することができる


•開発者の96.3%のオンボード経験をカバーしている


•94.4%, 85.7%のマネージャーの戦略を説明することができる


•Exploration-Basedは熟練者によく用いられている(27.6%)が，
初心者にはあまり用いられていない(5.5%)ことはインタビュ
ーと一致している
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結論

目的

•タスクがオンボーディングに与える影響の見解を得る

•よく使用されるオンボーディング戦略を知る


アプローチ

•マイクロソフトの開発者とマネージャーにインタビューを
行う


•アンケートを行うことでインタビューで得た結果のフィー
ドバックを得る


•結果

•オンボーディングに関する推奨事項とよく使用される3つの
オンボーディング戦略を得た
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所感

•1社のみの検証では不十分なのではと感じた


•アンケートやインタビューの対象者を2つのディビジョンに
分けていたが，その意味がよくわからなかった


•アンケートの内容を全てまとめ切れていないと感じた(開発
者のセクション2)


•得られた戦略と推奨事項は直感的にも正しいと感じた


